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学
界
動
向

「
ダ
ビ
デ
」
は
ダ
ン
で
発
見
さ
れ
た
か
？

　
　
　
　
　
テ
ル
・
ダ
ン
碑
文
を
め
ぐ
る
最
近
の

　
　
聖
書
考
古
学
上
の
論
争
に
つ
い
て

山
　
我
　
哲
　
　
雄

　
旧
約
聖
書
の
サ
ム
エ
ル
記
下
五
章
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
統

一
王
国
の
確
立
者
ダ
ビ
デ
は
、
先
住
民
で
あ
る
カ
ナ
ン
系
エ
ブ
ス

人
の
都
市
国
家
エ
ル
サ
レ
ム
を
征
服
し
、
こ
れ
を
彼
の
王
国
の
首

都
と
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
的
な
年
代
計
算
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

選
一
〇
〇
四
年
頃
の
こ
と
と
さ
れ
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
イ

ス
ラ
エ
ル
で
は
、
今
年
（
一
九
九
六
年
）
を
エ
ル
サ
レ
ム
建
都
三

千
年
目
と
し
て
、
こ
れ
を
記
念
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
字
は
（
イ
エ
ス
の
生
誕
年
に
つ

い
て
の
議
論
の
場
合
と
同
じ
く
）
歴
史
的
に
正
確
で
あ
る
と
か
、

不
動
の
客
観
的
証
拠
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
問
的
な

イ
ス
ラ
エ
ル
史
に
お
い
て
も
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
征
服
と
統
一
王
国

の
確
立
は
前
一
〇
〇
〇
年
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
｝
○
年
く
ら
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
も
そ
も
「
ダ
ビ
デ
」
と
い

う
名
の
王
が
実
在
し
た
と
か
、
前
一
〇
〇
〇
年
頃
に
パ
レ
ス
チ
ナ

地
方
の
ほ
ぼ
全
土
を
支
配
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
統
一
国
家
が
存

在
し
た
と
い
う
こ
と
を
直
接
裏
付
け
る
聖
書
外
史
料
は
、
こ
れ
ま

で
ま
っ
た
く
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
書
中
に
登

場
す
る
王
た
ち
の
中
で
、
聖
書
外
史
料
で
雷
及
さ
れ
る
の
は
、
前

九
世
紀
後
半
の
モ
ア
ブ
王
メ
・
／
や
の
碑
文
に
イ
ス
ラ
エ
ル
北
王
国

の
王
オ
ム
リ
の
名
が
現
れ
る
の
や
、
年
代
的
に
は
わ
ず
か
に
そ
れ

に
先
立
つ
い
わ
ゆ
る
「
カ
ル
カ
ル
の
戦
い
し
（
前
八
五
三
年
半
に
つ

い
て
の
ア
ッ
シ
リ
ア
王
シ
ャ
ル
マ
ネ
セ
ル
三
世
の
碑
文
に
、
同
じ

く
北
王
国
の
王
ア
ハ
ブ
の
名
が
現
れ
る
の
が
最
初
で
あ
り
、
南
王

国
ユ
ダ
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
も
の
と
し
て
は
、
前
入
世
紀
後
半

の
ア
ッ
シ
リ
ア
王
テ
ィ
ダ
ラ
ト
・
ピ
レ
セ
ル
三
世
の
年
代
記
に
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
王
ア
ハ
ズ
の
名
が
現
れ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

懐
疑
的
な
研
究
者
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン
の

黄
金
時
代
に
つ
い
て
の
旧
約
聖
書
の
伝
承
の
ほ
と
ん
ど
を
、
遙
か

に
後
代
に
な
っ
て
か
ら
創
作
さ
れ
た
民
族
の
栄
光
の
過
玄
に
つ
い

て
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
見
な
し
、
そ
の
歴
史
性
を
ま
っ
た
く
認
め
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ヨ
　

な
い
見
方
さ
え
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
北
部
の
遺
跡
テ
ル
・
ダ
ン
（
イ
ス
ラ

エ
ル
王
国
の
領
土
の
理
念
的
北
限
に
当
た
る
。
サ
ム
エ
ル
記
下

三
・
一
〇
等
を
参
照
）
で
一
九
九
三
年
七
月
に
発
掘
さ
れ
た
一
つ

の
石
碑
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
大
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。

す
な
わ
ち
、
同
年
の
う
ち
に
早
く
も
『
イ
ス
ラ
エ
ル
・
エ
ク
ス
プ

ロ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
に
発
表
さ
れ
た
、
発
掘
指
揮

者
の
A
・
ビ
ラ
ン
と
碑
文
解
読
に
協
力
し
た
碑
文
学
者
J
・
ナ
ヴ
ェ

　
　
　
る
　

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
玄
武
岩
の
よ
り
大
き
な
石
碑
の
断
片

で
あ
り
、
高
さ
三
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
最
大
二
十
ニ
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
テ
ル
・
ダ
ン
の
城
門
付
近
の
壁
を

テル・ダンで発見されたアラム語の石
碑の断片。碑文の8行目には「イスラ
エルの王」、9行目にはbytdwd（「ダビ
デの家」？）の文字が見られる。

作
る
た
め
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
。
表
面
に
は
ア
ラ
ム
語
で
刻
ま

れ
た
碑
文
が
十
三
行
に
わ
た
っ
て
読
み
取
れ
、
字
体
や
同
じ
層
か

ら
発
見
さ
れ
た
土
器
の
年
代
か
ら
、
前
九
世
紀
前
半
の
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
内
容
は
極
め
て
断
片
的
で
あ
る
が
、
ア
ラ
ム
の
王
が

み
ず
か
ら
の
戦
勝
を
誇
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
際
の
戦
い
の
相
手
と
し
て
、

八
行
目
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
」
（
目
P
一
閃
一
ω
『
層
一
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
続
く
九
行
目
に
「
ダ
ビ
デ
の
家
」
（
σ
団
巳
≦
住
）
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
場
合
同
様
、

ア
ラ
ム
語
碑
文
も
子
音
字
の
み
で
、
母
音
は
記
さ
れ
な
い
）
。
旧
約

聖
書
お
よ
び
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
書
の
慣
用
表
現
に
よ
れ
ば
、
王

名
プ
ラ
ス
「
家
」
の
語
は
「
王
朝
」
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
ダ
ン
碑
文
は
、
（
「
イ
ス
ラ
エ
ル
王
」
の
国
で
あ
る
北
王
国
と

は
区
別
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
）
南
王
国
の
「
ダ
ビ
デ
王
朝
」
の

存
在
と
、
そ
の
創
始
者
で
あ
る
ダ
ビ
テ
と
い
う
人
物
の
歴
史
的
実

在
を
確
証
す
る
、
最
初
の
聖
書
外
史
料
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
発
見
」
は
、
た
だ
ち
に
よ
り
広
い
「
聖
書
考
古
学
フ
ァ
ン
」

の
読
者
層
を
持
つ
『
バ
イ
ブ
リ
カ
ル
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
i
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い

ビ
ュ
ー
』
誌
に
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
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『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
よ
う
な
有
力
紙
や
『
タ
イ
ム
』

の
よ
う
な
一
般
誌
に
も
「
聖
書
の
歴
史
性
を
裏
付
け
る
新
発
見
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
或
る
種
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
し
た
。
他
方
で
S
・
ア
ヒ
ト
ブ
、
Z
・
カ
ラ
イ
、
E
・
ペ
ウ
ク
、

池
田
裕
ら
の
考
古
学
や
碑
文
学
、
歴
史
学
の
専
門
家
は
、
碑
文
の

判
読
困
難
な
箇
所
や
失
わ
れ
た
部
分
の
再
構
成
を
試
み
つ
つ
、
そ

の
歴
史
的
背
景
や
、
旧
約
聖
書
中
の
歴
史
的
伝
承
と
の
関
連
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

つ
い
て
よ
り
詳
し
い
研
究
を
発
表
し
た
。

　
ダ
ン
碑
文
の
発
見
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
背
景
の

一
つ
に
は
、
前
述
し
た
、
壷
錐
以
前
に
つ
い
て
の
旧
約
伝
承
の
大

部
分
の
信
葱
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
懐
疑
論
の
横
行
に
対
し
て
、

こ
の
、
ダ
ビ
デ
の
家
L
へ
り
醤
及
が
決
定
的
な
反
証
と
受
け
取
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
然

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
懐
疑
派
の
側
か
ら
は
碑
文
の
問
題

の
箇
所
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
F
・
H
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
P
・
R
・

デ
イ
ビ
ス
、
T
・
L
・
ト
ン
プ
ソ
ン
、
N
・
P
・
レ
ム
ケ
、
E
・

ベ
ン
・
ズ
ビ
に
よ
っ
て
直
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
疑
念
や
反
論
が
提
出

　
　
ハ
き
　

さ
れ
た
。
彼
ら
の
論
点
は
、
以
下
の
四
点
に
整
理
で
き
よ
う
。
ω

問
題
の
碑
文
の
年
代
は
、
書
体
学
的
に
発
表
者
が
惑
う
ほ
ど
古
い

も
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
前
八
一
七
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
②

碑
文
に
は
当
時
の
習
慣
に
従
い
単
語
と
単
語
と
区
切
る
点
が
付
さ

れ
て
い
る
。
「
ダ
ビ
デ
の
家
」
と
読
む
な
ら
ば
「
家
（
べ
！
ト
）
」

と
「
ダ
ビ
デ
」
の
間
に
区
切
り
の
点
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
問
題
の
箇
所
に
は
こ
の
区
切
り
の
点
が
な
く
、
ξ
賦
≦
α
と

六
つ
の
文
字
が
直
接
並
ん
で
お
り
、
六
文
字
が
単
一
の
単
語
を
構

成
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
㈹
9
巳
≦
創
は
、
形
態
的
に
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
、
ベ
テ
ル
、
ベ
ト
シ
ェ
メ
シ
ュ
等
と
同
～
の
構
造
を
示
し
て

お
り
、
地
名
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
ω
前
述
の
よ
う
に
碑
文
は
子

音
字
だ
け
で
書
か
れ
て
お
り
、
後
半
の
三
文
宇
は
「
ダ
ビ
デ
」
で

は
な
く
「
ド
ー
ド
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
「
ド
ー
ド
」
は
「
愛

す
べ
き
者
」
を
意
味
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
称
号
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
ベ
テ
ル
が
、
神
の
家
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
問
題
の
9
巳
≦
仙

は
「
愛
す
べ
き
者
（
ヤ
ハ
ウ
ェ
）
の
家
」
を
意
味
し
、
ダ
ン
付
近

の
地
名
な
い
し
聖
所
（
賛
同
年
上
一
二
・
二
九
一
三
〇
参
照
）
を

意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
碑
文
は
ダ
ビ
デ
王
朝
と
も
南
王

国
と
も
無
関
係
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
も
急
進
的
な
ト
ン
プ

ソ
ン
や
レ
ム
ケ
は
、
「
ダ
ビ
デ
」
と
い
う
人
物
像
自
体
、
も
と
も
と

エ
ル
サ
レ
ム
な
い
し
そ
の
神
殿
を
意
味
し
た
「
ド
ー
ド
（
ヤ
ハ
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ウ
ェ
）
の
家
」
と
い
う
呼
称
か
ら
二
次
的
に
生
み
出
さ
れ
た
架
空

の
人
物
像
だ
と
論
じ
、
ダ
ン
碑
文
は
逆
に
ダ
ビ
デ
の
歴
史
的
実
在

を
否
定
す
る
証
拠
だ
、
と
ま
で
主
張
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
異
論
に
対
し
て
は
、
A
・
レ
イ
ニ
i
、
D
・
N
・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
」
・
ジ
オ
ヒ
ガ
ン
、
B
・
ハ
ル
バ
ー
ン
等
に
よ

り
、
反
対
派
の
方
法
論
を
批
判
し
、
「
ダ
ビ
デ
の
家
」
と
い
う
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
う
　

を
擁
護
す
る
再
反
論
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
議
論
白
熱

の
あ
ま
り
、
論
調
が
し
ば
し
ば
冷
静
で
論
理
的
な
学
問
的
討
論
の

範
囲
を
越
え
て
感
情
的
に
エ
ス
カ
レ
…
ト
す
る
傾
向
も
園
立
ち
始

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
イ
ビ
ス
が
そ
の
論
文
に
「
砂
上
の
楼
閣

『
ダ
ビ
デ
の
家
』
1
聖
書
拡
大
解
釈
主
義
者
の
罪
」
と
い
う
挑
戦

的
な
題
を
付
け
、
「
ダ
ビ
デ
王
の
歴
史
性
は
ア
ー
サ
ー
王
の
そ
れ
と

同
程
度
」
と
断
じ
た
の
対
し
、
レ
イ
ニ
ー
は
そ
れ
へ
の
反
論
に
「
『
ダ

ビ
デ
の
家
』
と
脱
構
築
主
義
者
の
家
」
と
い
う
郷
楡
的
な
題
を
付

け
、
「
デ
イ
ビ
ス
は
（
碑
文
学
の
）
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
り
、
そ
の
意

見
は
安
心
し
て
無
視
し
て
よ
い
」
と
論
じ
た
。
ク
ラ
イ
ヤ
…
は
石

碑
そ
の
も
の
が
捏
造
晶
で
あ
る
可
能
性
を
ほ
の
め
か
す
。
擁
護
派

の
立
場
を
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
、
「
オ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
時

代
の
最
悪
の
越
権
へ
の
逆
行
」
と
こ
き
お
ろ
す
、
ト
ン
プ
ソ
ン
と

レ
ム
ケ
の
連
名
の
論
文
の
題
は
「
ビ
ラ
ン
は
ダ
ビ
デ
を
殺
し
た

か
？
」
で
あ
り
、
著
者
た
ち
は
そ
れ
を
、
「
然
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

う
考
え
る
」
と
結
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
ハ
ル
バ
ー
ン
は
、
「
歴
史
の
揉

み
消
し
」
と
題
す
る
論
文
で
、
「
過
少
評
価
主
義
者
た
ち
」
の
主
張

を
「
修
正
主
義
者
」
の
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
断
ず
る
、
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。

　
健
全
な
学
問
的
論
争
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
中
傷
合
戦
さ
な
が
ら
の
悪
意
あ
る
非
難
の
応
酬
に
は
憂
慮

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
石
碑
の
小
さ
な
断

片
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
通
約
聖
書
の
考
古
学
界
は
今
、
大
い

に
「
燃
え
て
い
る
」
。
こ
の
炎
は
、
碑
文
の
残
り
の
部
分
が
発
見
さ

れ
て
決
定
的
な
証
拠
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
当
分
は
鎮
火
し
そ

　
　
た
　
　
へ
　
　

・
つ
も
な
レ

（1）（2＞

三

重
我
寸
恩
／
佐
藤
　
研
『
細
約
新
約
　
聖
書
時
代
史
』
（
教
文
館
）

五
〇
…
五
二
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
潤
訟
旧
付
録
の
聖
灘
口
歴
史
年
・
表
一
〇

…
一
一
ペ
ー
ジ
等
を
参
照
。

↓
Φ
×
9
四
韓
ω
C
ヨ
≦
①
謬
α
Φ
ω
〉
一
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